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1 

 

ヨーネ菌感染症 （Mycobacterium avium subspecies paratuberculosis infection）※1 1 

 2 

1 ヨーネ病とは 3 

 4 

ヨーネ菌（Mycobacterium avium subspecies paratuberculosis）の感染によって起きる反芻5 

動物（牛、めん羊、山羊）の慢性腸管感染症（慢性肉芽腫性腸炎）をヨーネ病と言います１）。6 

発見者のドイツ人 H. A. Johne の名からヨーネ病、あるいはその病態を示す仮性結核性腸炎7 

（pseudotuberculous enteritis）からパラ結核 (paratuberculosis) とも呼ばれます。感染動物8 

は長い潜伏期（６ヶ月〜数年）の後、下痢や削痩等を呈し、急激に栄養状態が悪化して数か9 

月以内に衰弱死します。 10 

 11 

（1） 原因微生物の概要 12 

  13 

ヨーネ菌は、Mycobacteriaceae（マイコバクテリア科）、Mycobacterium （マイコバクテリウム14 

属）、Mycobacterium avium （鳥型結核菌）の１亜種、Mycobacterium avium subspecies 15 

paratuberculosis として分類されている抗酸菌※2です２）。各亜種間は高い遺伝学的特性を有し16 

ていますが病原性は異なり、本菌のみが反芻動物にヨーネ病を起こします２）。 17 

本菌は細胞内寄生菌で通常は生体外では増殖できません。しかし、環境中での生残性は18 

高く、水中や低温環境では１年以上生存することがあります３）。試験管内で人工培養するに19 

はマイコバクチン※3を含む特殊な培地（ハロルド培地）を使用する必要があります３，４）。平均20 

世代（倍加）時間が 1.4 日であり、極めて遅発育性を示すため４５、４６)、培地上のコロニーの視21 

認には 7～12 週間を要します４）。 22 

汚染された飼料、飲水による水平感染や胎児感染などの垂直感染が起きます。反芻動物23 

以外の野兎などの野生動物から本菌が検出されたとの報告もありますが、病原巣としての意24 

義は不明です５）。ヒトではクローン病との関連について議論されていますが、Mycobacterium 25 

avium subspecies paratuberculosis が極めて遅発育性であることや発育に特殊な培地を要求26 

することが障害４５）となり、病因としての結論は得られていません６～１１）。ヒトがヨーネ菌に暴露27 

される経路として、汚染された牛乳、乳製品、肉、水などが想定されています１２～１４）。 28 

 29 

（2） 原因（媒介）食品 30 

 31 

                         
※1 ヒトにおいてはヨーネ菌に暴露している血清学的な証拠は得られているものの、健康異常と結びつけられる証

拠はありません。ここでは暫定的に「ヨーネ菌感染症」とします。 
※2 マイコバクテリウム属は抗酸性を示すために抗酸菌と呼ばれます。本属の菌体細胞壁には多量の脂質

が含まれているために、菌を塩基性アニリン色素で加温染色した後の酸アルコールによる脱色に強い抵抗

性を示します。この性質のことを抗酸性と言います。 
※3 疎水性の長鎖脂肪酸を含む鉄イオンキレート剤のことで、ヨーネ菌はマイコバクチン合成能力を欠い

ています。 

資料２－１ 
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ヒトへのヨーネ菌媒介食品は特定されていませんが、EU、米国やカナダ、メキシコやブラジ1 

ルなどの中南米、イランやインドなどの中東や南アジア地域で市販されている牛乳、チーズ、2 

牛肉などにヨーネ菌汚染が報告されており１２、１４、１５）、これらの食品を介してヨーネ菌に暴露す3 

る可能性が危惧されます。世界各地の汚染実態を総括した文献１４）によりますと、生の牛乳が4 

1%以下～100%、山羊乳が 1%～100%、緬羊乳が 20%～24%、市販されている殺菌牛乳で 2%以5 

下～67%、チーズが 0%～78%の陽性率を示しました。また北米のと畜場における剥皮後の牛と6 

体表面の汚染度は 1%～80%であったことが明らかにされています。地域によりヨーネ菌汚染7 

率に大きな幅がありますが、畜産物の汚染は確実に起きていることがうかがわれます。 8 

 9 

（3） 感染症の症状 10 

 11 

現在のところ、ヒトがヨーネ菌により健康危害を受けているという事実は見つかりません。 12 

 13 

（4） 予防方法 14 

 15 

ヨーネ病を発症している家畜はもちろんですが、ヨーネ菌を保菌している家畜の衛生管理16 

（感染源の摘発淘汰）が最優先事項です。菌は乳汁中や糞便中に排泄されるために、家畜が17 

定期的な検査を受けていない場合には乳製品や食肉を汚染する危険性が出てきます。した18 

がって、菌が混入あるいは付着している可能性を常に考慮に入れて、食品の衛生管理（消毒19 

殺菌）を行うことが肝要と考えられます。なお、1997年 4月 11日の家畜伝染病予防法の一部20 

改正にともないヨーネ病は撲滅対象疾病の一つに指定されました。すなわち搾乳牛、種21 

雄牛、それらと同一施設内で飼育している牛、その他のうち都道府県知事の指定する牛22 

については少なくても 5 年ごとにヨーネ菌に対する血清抗体を検出するヨーネ病の検査23 

（酵素抗体法：ELISA）が義務付けられています。牛のほかに、山羊、めん羊、水牛、鹿が24 

対象家畜です。 25 

欧米で市販飲用原乳の殺菌に通常用いられる高温短時間処理（HTST：71.7℃15 秒間の26 

殺菌）条件では牛型結核菌や Q 熱原因菌（Coxiella burnetii）は完全に死滅しますが、ヨーネ27 

菌は死滅しません。特に菌量が多量（102CFU/ml）※4に混入している場合にはHTSTは有効で28 

はないようです５）。 29 

ヨーネ菌の 60℃、63℃、65℃、及び 72℃における D 値※5は、それぞれ、846-6,492 秒、30 

12-174 秒、20-71 秒、1-4 秒です１４）。ヨーネ菌は我が国の生乳の殺菌条件である 63℃、3031 

分間の加熱処理で死滅します１６）。 32 

 33 

                         
※4 CFU：colony forming unit の略で、細菌の数を表す単位の一つです。 
※5 D 値：生存菌数を 1/10 に減少させる（つまり 90%を死滅させる）のに要する加熱時間を時間単位で表し

たものです。 
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２ リスクに関する科学的知見 1 

 2 

（１） 疫学 3 

 4 

我が国をはじめ世界中でヨーネ病が流行しています１７～２０）。我が国では 1930 年に英国か5 

らの輸入牛に発生したのが最初の発生で、その後も輸入牛を中心に散発的に発生していま6 

したが、1980 年以降は国産牛での発生が増加しています。国内では年間 50 万頭前後の牛7 

がヨーネ病の検査を受け、1997 年以降は毎年 500〜1､000 頭がヨーネ病として摘発されてい8 

ます（図１）１９，２０）。農場単位としての陽性率は 2%以下と推計されています。欧米諸外国にお9 

けるヨーネ病の発生状況１７，１８）と比較すると、我が国におけるヨーネ病摘発率は極めて低い10 

状況にあります。 11 

 12 

図 1. 牛ヨーネ病の年間摘発頭数の推移※6 13 

 14 

牛がヨーネ菌に感染すると発症前から糞便中や乳汁中にはヨーネ菌が排泄され、それらを15 

経口的に摂取することで感染が広まっていきます。また、病状が進行した牛では血液や筋肉16 

からもヨーネ菌が分離されます１２、２１)。特に、感染している母牛から子牛への母子感染（乳汁17 

感染と経胎盤感染）が重要な感染経路です。ヨーネ病は幼若齢の時期に感染するほどヨーネ18 

病を発症する危険性が高くなるとされています２２)。 19 

ヒトがヨーネ菌に暴露する経路として、ヨーネ菌に汚染された牛乳２３)、それを使用した乳製20 

品２４)、ヨーネ菌に汚染された精肉１２，２５)、あるいは汚染された飲用水等が考えられます１０)。し21 

かし、国内の乳業メーカーが加工乳に対して実施している加熱処理方法（例えば、飲用牛乳：22 

130℃2秒、クリーム：120℃15秒、バター・ヨーグルト：95℃60秒、チーズ：73℃15秒）によれば、23 

                         
※6 2008年度の摘発頭数が前年度に比べて半減しているのは、2007年10月に発生したヨーネ病疑似患畜か

らの生乳出荷と当該乳が混入した恐れのある市販牛乳の食品衛生法に基づく回収事例の為に、その後のヨ

ーネ菌培養検査が多くの都道府県で停止されていたことによります。 
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原乳が万一汚染していたとしても、一定の食品加工規格で製造された乳製品にはヨーネ菌が1 

残存する危険性は全くないと考えられています５）。 2 

 3 

（２） 我が国における食品の汚染実態 4 

 5 

我が国で流通している畜産食品のヨーネ菌汚染の実態は不明です。しかし諸外国に比べ、6 

我が国では乳牛のヨーネ病罹患率が極めて低いこと、家畜伝染病予防法によりヨーネ病の7 

家畜の摘発淘汰が組織的に進められていること、さらに、食品衛生法で定められた生乳の殺8 

菌条件でヨーネ菌は死滅することなどの理由から、順法されている限り、国内産の牛乳やそ9 

れを利用して生産された乳製品からヨーネ菌に暴露する危険性はほとんどないと考えられま10 

す。 11 

2007 年 10 月に、神奈川県でヨーネ病の定期検査において疑似患畜が確認されました。そ12 

の際、メーカーは疑似家畜の生乳が使用された可能性のある乳製品の自主回収を行いまし13 

た４７）。 14 

 15 

３ 我が国及び諸外国における最近の状況等 16 

 17 

（１） 我が国の状況 18 

 19 

 食品を介してヒトがヨーネ菌による健康危害を受けたことを示す事実は未だ見つかっていま20 

せん。 21 

ヨーネ病とクローン病（原因不明のヒト炎症性腸疾患）の病理組織学的所見（乾酪壊死を伴22 

わない慢性肉芽腫性腸炎）が類似していることから、ヨーネ菌とクローン病の関連が議論され23 

ていますが、病因としての結論は得られていません６～１１）。しかし、ヨーネ菌とクローン病の関24 

連性に関する研究報告がいくつかあります。遺伝子検査による病原学的検討ではヨーネ菌と25 

クローン病の有意の関連性を示す結果は得られていません２６，２７）。一方、抗体検査による血26 

清疫学的検討では両者の関連性を示唆する報告が認められます２８，２９）。特に、ヨーネ菌27 

IS900 の遺伝子組換え抗原を用いた ELISA による検査では、クローン病患者 50 人中 24 人28 

（48％）において IgG 抗体が陽性であったのに対して、腸結核患者では 20 人中 4 人（20％）が29 

陽性、潰瘍性大腸炎患者 40 人および対照者 44 人では全て陰性であったと報告されています30 
２８)。 31 

 32 

（２） 諸外国の状況 33 

 34 

反芻動物に由来する乳肉製品のヨーネ菌汚染実態に関する実態は世界各地から報告さ35 

れ始めています１２，１４，１５）。オーストラリアやニュージーランドなどのオセアニア地域に由来す36 
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るヨーネ菌汚染実態の情報は不足していますが、オーストラリアではヨーネ病管理プログラム1 

（National Johne’s Disease Control Program）が制定され国内の家畜の疾病管理と国内消費2 

ならびに輸出畜産物の品質管理が始まっています３０）。 3 

EU 諸国の一部では我が国と同様にヨーネ病を法定伝染病に指定して摘発淘汰方式によ4 

る動物衛生対策を始めました３１）。また欧州食品安全機関（EFSA）等が国際連合食糧農業機5 

関（FAO）や国際獣疫事務局（OIE）と共同し、乳製品等を介してヒトの健康影響危害要因とし6 

ての重要性が増大をする可能性のあるヨーネ病とヨーネ菌のリスク管理に向けた提言や専門7 

家の意見書等を公表しています３２，３３）。 8 

一方、米国ではヨーネ菌が陽性と判定された牛、めん羊、山羊、及びその他の家畜の州間9 

の移動制限を実施しています３４，３５）。2010 年には米国の食品の微生物基準に関する諮問委10 

員会（National Advisory Committee on Microbiological Criteria for Foods）がヨーネ菌感染源と11 

しての食品アセスメントを公表しました３６）。 12 

ヨーネ菌とクローン病との病因学的関連性についてはこれまで幾多の議論がなされてきま13 

したが、未だ因果関係については明確になってはいません。米国微生物学会（American 14 

Academy of Microbiology）は 2008 年に委員会報告としてヨーネ菌とクローン病には関連15 

（association）があると公表しています３７）。この「関連性」が発病過程において、病因子か、増16 

悪因子か、あるいは単なる共存因子なのかを究明することが重要であるとしています。また、17 

最近インドではヨーネ病に罹患した山羊の群を世話している動物管理者にクローン病が高率18 

に発生しているとの、ヨーネ菌とクローン病の疫学的関連性を示唆する初めての報告もあり19 

ます３８）。 20 

ヨーネ菌はクローン病以外に、1 型糖尿病（type-1 diabetes mellitus）３９～４２)、過敏性腸症候21 

群（irritable bowel syndrome）４３）、橋本甲状腺炎（Hashimoto's thyroiditis）４４）、メルカーソン・ロ22 

ーゼンタール症候群（Melkersson–Rosenthal syndrome：顔・口周囲の神経麻痺を伴う非乾酪23 

性肉芽腫性炎症）４４）のようなヒトの疾患との関連も疑われています。 24 

 25 
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